
脱炭素経営のスタートを できる限り軽い負担で。

そんなお悩みにお応えいたします

「初めの一歩」はCO2排出量の可視化。

専門知識はない……

外注する資金もない……

とはいえ……
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今あるデータ・今いる人材で始められます

お手軽でも世界標準
使い慣れた会計ソフトから簡単に取り出せる「総勘定元帳」の
会計データさえあれば、国際規格（ISO14064-3）に則った
サプライチェーンのＣＯ２排出量を、どなたでも算定できます。

手間も費用も最小限に
膨大な情報を集めてスキャンしたりデータ連携させたりする方
式に比べてシンプルなシステムなので、工数は圧倒的に少なく、
ご利用料金も月額換算税込１万円未満～と業界最安水準です。

CO2排出量
可視化
クラウド
システム

削減については、脱炭素ソリューションや
排出量抑制のノウハウを持つ約3,000の
企業・団体が参加する、官民共創プラット
フォーム「OZCaF」（OSAKAゼロカーボン・
スマートシティ・ファウンデーション）の
プロジェクトチームが伴走可能です。

世界で通用し、国も推奨している「SBT認定」の

取得をご支援いたします。
認定取得企業は、脱炭素経営への積極姿勢を
取引先や地域社会へ効果的に発信でき、入札
や補助金申請、融資条件、人材確保で有利に
なる等、さまざまなメリットを享受できます。

どうすれば減らせる？

どこを減らせばいい？

割ける人手もない……

商品説明はこちら
（販売代理店のサイト）

排出量削減の目標設定と具体策の実行もご支援いたします

OZCaFのHPはこちら

国際イニシアティブ「SBT」に参加して
排出量削減目標の認定を受けると
ブランド価値が格段に向上

SBT認定の解説はこちら
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